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◇祝福された北海道・旭川での CSK お泊り会◇ 

いつも聖書同盟とＣＳＫ（中学生聖書クラブ協

力会）のためにお祈りくださり、心から感謝申し

上げます。 

2 月 23 日（日）～24 日（月）、北海道の旭川で

CSK お泊り会が開催されました。大人の人から語

り聞かせられてきたことに感謝しつつ、みことば

そのものを自分として読むことを学びました。 

 みことばのセッションでは、分かち合いデボー

ションを体験し（総主事兼 CSK 主事嶋田）、動物

から信仰の姿勢を学ぶメッセージを聞き（笹川洋

史牧師）、小 6 生もいましたが、最後はグループ

聖書研究にチャレンジしました（山本門牧師）。 

いっしょにカレーを作ったり冬の旭山動物園

に出かけたり、カードゲームで盛り上がったり夜

遅くまで話していたり、楽しいときを過ごしてい

ました。会場としてお借りした、日本ホーリネス

教団・旭川福音教会に感謝いたします。食事作り

の奉仕のためだけに来られた方々がいました。 

聖書同盟としては、関東圏また関西圏以外での

CSK の新しい働きとなりました。 

 

◇青少年国際キャンプは祝福のうちに開催◇ 

年末年始のスクリプチャー・ユニオン（SU）

東西アジア第 9 回青少年国際キャンプは、残念な

がら、直前の体調不良により 2 名のキャンセルが

あり、日本から 34 名の参加でした。マレーシア

での短時間の乗り継ぎも守られ、無事にインドネ

シア・ボゴールの「5G Resort」に到着しました。 

カンボジア、香港、インドネシア、日本、ラオ

ス、マレーシア、シンガポール、韓国、タイ、ト

ルコ、ベトナムからの参加でした。クリスチャン

新聞 2 月 2 日号の記事に 21 ヵ国とありますが、

正しくは 11 ヵ国です。 

 午前中は毎日しっかりと聖書そのものに取り

組むセッションがあり、そこで語られるのは英語

で「ファシリテーターズ・メッセージ」というも

のでした。若いキャンパーがそれぞれに読み取っ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たことを大切にしながら、メッセンジャーが教え

られたポイントを分かち合うスタイルです。どの

国の SU も共通に、神様からの語りかけを大切に

しますが、それが表れたプログラムでした。 

日本の参加者によるソーラン節は今回も大盛

況、日本のキャンパーが静まるときの姿勢に目を

留めてくれた方もいました。あまり自覚しません

が、宣教が難しい国で生きる日本のキリスト者を

尊敬してくださる方々が、アジアにはいます。 

北は北海道から南は九州までの参加がありま

した。数年後の次回は、ぜひ東北や沖縄の諸教会

からの参加があることを期待します。多くの方の

お祈りとご支援に心から感謝いたします。 

 

◇「ルカと旅する聖書の世界」の支援に感謝◇ 

このたびは「ルカと旅する聖書の世界」の発行

のために、クラウドファンディングによるご支援

に感謝いたします。昨年 12 月が実施期間で、必

要が満たされました。5 月に発行予定です。 

 

◇オンラインのスモールグループ・セミナー◇ 

「無牧の中のスモールグループ」をテーマに、

代表役員の山田永光ご夫妻へのインタビューで、

日本福音キリスト教会連合（JECA）黒石福音キ

リスト教会（青森）の取り組みから学びます。 

 

日時：3 月 25 日（火）20:00～21:00 

会場：Zoom オンライン 参加費：無料 

 

 日本ウィクリフ聖書翻訳協会と聖書を読む会

との三団体の共催です。お申し込みは、「セミナ

ー参加希望」と記して、氏名とともにお知らせく

ださい。開催の前に URL をお知らせします。

sykoffice@gmail.com 
 

◇CSK 春キャンプが開催されます◇ 

CSK キャンプは来年のキャンプに向けて、月一

度の準備会を重ねています。デボーションの大切
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あなたのみことばは 私の足のともしび 

私の道の光です。  （詩篇１１９篇１０５節） 



さを学ぶ、春キャンプが開催されます。 

 

日時：3 月 30 日（日）～31 日（月） 

会場：東京カベナント教会（東京・世田谷区） 

講師：松原智師（福音伝道教団・笹塚ｷﾘｽﾄ教会） 

 

◇みことばの光執筆者講習会を開催します◇ 

 デボーションを兼ねた一般用の聖書通読誌「み

ことばの光」のみことばの光執筆者講習会を継続

しています。編集者と執筆者の研鑽の機会です。

開催は 4 月 21 日（月）で、東京カベナント教会

をお借りします。お祈りいただければ幸いです。 

 

◇CSK グループデボーションにご参加ください◇ 

 CSK グループデボーションは、原則的に第 2

日曜日で、20:00 からの約 40 分です。同じ教会の

大人の方の参加があれば、日本全国どの教会の中

高生も参加することができます。ジュニみこ執筆

者と分かち合いデボーションができる貴重な機

会です。ぜひお問い合わせください。 

 

------------------------------------------ 

◎ 総主事兼 CSK 主事の予定 

（2月） 
・1 日（土）北海道地区キリスト者学生会（KG 

K）卒業生会・パネリスト（Zoom） 

・16 日（日）CSK グルｰプデボｰション（Zoom） 

・17 日（月）理事会（Zoom） 

・18 日（火）JECA 北関東地区教職者会 ※ 

・23 日（日）日本ホーリネス教団・旭川福音教 

  会・礼拝説教 

・23 日（日）～24 日（月）CSK お泊り会 

（3月） 
・1 日（土）CSK 中学科教師研修会 

・2 日（日）行田カベナント教会・礼拝説教 

・4 日（火）出版委員会（Zoom） 

・5 日（水）スモールグループ委員会（Zoom） 

・9 日（日）CSK グルｰプデボｰション（Zoom） 

・22 日（土）青少年国際キャンプ再会日 

・23 日（日）行田カベナント教会・礼拝説教 

・25 日（火）スモールグループ・セミナー 

・30 日（日）～31 日（月）CSK 春キャンプ 
（4 月） 
・15 日（火）CSK 委員会 

・21 日（月）みことばの光執筆者講習会 

（5月） 
・9 日（金）みことばの光委員会 

・13 日（火）JECA 北関東地区教職者会 ※ 

・19 日（月）理事会（Zoom） 

 

 Zoom はオンライン会議システムの名称です 

 ※ 所属教会の教職として参加します 

-------------------------------------- 

-------------------------------------- 

◎聖書同盟祈祷課題 
（月）聖書同盟全体の働きのために。聖書通読運

動と青少年伝道運動の推進のため。 

（火）聖書同盟の理事のために。特に、福田崇師

（国際ウィクリフ聖書翻訳協会霊的大使)の

ために。 

（水）聖書通読誌の発行の働き、「みことばの光」

（編集：矢吹博）と「ジュニアみことばの光」

（編集：石井陵太、松田聖一）のため。 

（木）ＣＳＫ（中学生聖書クラブ協力会）の働き、

教会協力による中高生伝道のため。 

（金）ＣＳＫ委員（6 名）のために。特に、石井

陵太師（JECA 西上尾福音教会牧師）のため

に。現在、欠員 2 名です。満たされるように。 

（土）伝道部、出版部の経済的な必要のために。 

-------------------------------------- 

＊世界約 130 の国と地域の、ＳＵ（スクリ

プチャー・ユニオン)の働きのために 
（月）全世界において、聖書を通読して、みこと

ば生活をする人が多く起こされますように。 

（火）グローバル＝国際的な宣教団体として、SU

グローバルの相互協力がさらに進むように。 

（水）東西アジア＝年末年始に行われた青少年国

際キャンプの中で、祈祷課題を若い人たちととも

に祈りました。SU 東西アジアとして交わりをと

もにする、国と地域の SU のために。 

（木）韓国＝ソンソ・ユニオン（＝SU 韓国）の

計画的な取り組みは、諸教会の中に、聖書を読ん

で分かち合う、学校や職場のためのスモールグル

ープができることです。昨年は 350 以上のグルー

プができ、今年は 700 以上になるように。 

（金）トルコ＝「コンパニオンシップ」を結んで、

SU 韓国とともに支援する SU トルコのために。

特に、中核となる委員会のメンバーに主が知恵と

情熱を与え、今、最も必要なことを定めて、奉仕

することができるように。 

（土）ウクライナ＝ロシアのウクライナ侵攻が続

いています。SU ウクライナのグレゴリ・ステュ

ーパク総主事（Grigori Stupak）のために。 

 

＊主の励ましのうちに、日々のデボーションを

続けましょう。感謝しつつ、主にありて 

聖書同盟総主事兼 CSK 主事 嶋田 博考 

 

 


